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　毎年９月１日は「防災の日」です。1923年（大正12年）、10万人以上の死傷者を出した関
東大震災発生の日が由来です。自然災害への認識を深め、普段からの心構えを準備するため、
1960年に制定されました。
　もしもの時に備え、あらためて防災について考えましょう。

　いざというときに速やかな行動を取るためには、普段からの心構え
が不可欠です。皆様のご参加をお待ちしています。

●10月４日（金）　 地震・津波避難訓練
対 象 者：沿岸部の町内会、十勝港地区・中広尾地区の事業所の方
実施内容：避難指示発令訓練、シェイクアウト訓練、住民避難訓練　など

●10月17日（木）　避難所設置・運営訓練
対 象 者：広尾高校１年生、町内会自主防災組織の方
実施内容：避難者の受入シミュレーション、生活スペースの設営訓練　など

＜昨年度の様子＞

／防
もしもの時に備え、しっかり対策を

９
１ 日災 の防

令和 5 年 10 月 18 日（避難所設置・運営訓練）

企画課企画防災係
西保主事補

令和 5 年 12 月 19 日（地震・津波避難訓練）

１ 防災訓練～普段からの心構えを～
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　ハザードマップは、災害が予想される箇所や避難場所を確認することがで
きます。「自宅や職場は、津波の浸水区域なの？」「避難はどこを通ればいい？」
など身近な場所の災害情報をあらかじめ確認しておきましょう。

ＷＥＢ版ハザードマップでも確認できます

　１世帯に１つ配布している防災無線の受信機は、災害時の重要な情報源です。電池の交換な
ど、定期的な点検をお願いします。また「放送が急に聞こえなくなった」など、不具合がある
場合は役場企画課へご連絡ください。

●引っ越したときは…

●電池の交換について…
　「電源／着信ランプ」が赤色に点滅しているときは、乾電池が消耗しているか、入っていな
いことを表しています。停電時に備えて新しい乾電池と交換しておきましょう。

≪乾電池の取り替え方≫
　写真の○で囲まれているところを軽く押しながら左にずらして
ふたをとり、＋－に注意しながら乾電池を取り替え、ふたを元に
戻してください。

津波・土砂災害・洪水の危険箇所を
パソコンやスマホから簡単チェック！
自分だけのハザードマップが作れます。

２ ハザードマップを確認しよう

３ 防災無線で情報を収集しよう

【お問い合わせ】 企画課 企画防災係　℡２－０１８４

市街地
野塚　
豊似

紋別
音調津 この地域間で

転居したとき
設定の変更が必要ですので、役場企画課に受信
機をお持ちください。

上記以外の地域間で転居したとき
（例）豊似→市街地　　野塚→豊似

お使いの受信機を、新しい住居でもそのままお
使いいただけます。

広尾町外へ転出するとき 役場企画課に受信機を返却してください。

電源／着信
ランプ
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～今年の十勝港まつりは～ 　　町民通信員　堀田　希
　好天のもと、会場には昼過ぎから席を確保する人の姿が見られ、各イベントに参加する人や出
店に並ぶ人でにぎわっていました。
　３匹の犬連れのご家族は陸別から来場。「十勝港まつりは犬を連れてくることができるので、み
んな一緒に楽しめます」と笑顔でした。
　今年の花火大会では、約7,000 発の花火が打ち上げられ、会場では拍手と歓声が上がりました。

　今年の十勝港まつり・十勝港海上花火大会は、約18,000人の来場者でにぎわいました。天
候にも恵まれ、サンタランド認定40周年にふさわしい盛り上がりを見せました。

第68回 十勝港まつり
第34回 十勝港海上花火大会

8/3

（十勝港第４ふ頭）

ミサイル艇「くまたか」は、この日に十勝港から出航しましたミサイル艇「くまたか」は、この日に十勝港から出航しました 出店はどこも大繁盛！出店はどこも大繁盛！
広尾陣屋太鼓保存会と十勝港ソー乱舞の力強いコラボ演舞広尾陣屋太鼓保存会と十勝港ソー乱舞の力強いコラボ演舞

華麗に打ち上げられた水中花火華麗に打ち上げられた水中花火

最高の花火日和。来場者を魅了しました！最高の花火日和。来場者を魅了しました！

広尾陣屋太鼓保存会によるワークショップ
多くの方が陣屋太鼓を体験！

広尾陣屋太鼓保存会によるワークショップ
多くの方が陣屋太鼓を体験！

巡視船「とかち」の体験航海巡視船「とかち」の体験航海広尾小６年生平山初季さん（中央）の巡視船「とかち」１日船長任命式
田中町長（右）と石川かおり衆議院議員（右から２番目）も出席しました
広尾小６年生平山初季さん（中央）の巡視船「とかち」１日船長任命式
田中町長（右）と石川かおり衆議院議員（右から２番目）も出席しました

火災予防フェスタで子どもたちが消火体験！火災予防フェスタで子どもたちが消火体験！ 海風サウナフェスには多くのサウナーが来場海風サウナフェスには多くのサウナーが来場

「十勝港まつり」に、ご協賛ありがとうございました。
イタックス㈱、㈱エイチ・シー・シー、拓殖工業㈱、十勝グレーンセンター㈱、とかち飼料㈱、
東日本冨士新道路㈱、丸紅㈱、㈱やました商店　（50音順、敬称略）

4広報ひろお　2024年（令和６年）９月号広報ひろお　2024年（令和６年）９月号



～今年の十勝港まつりは～ 　　町民通信員　堀田　希
　好天のもと、会場には昼過ぎから席を確保する人の姿が見られ、各イベントに参加する人や出
店に並ぶ人でにぎわっていました。
　３匹の犬連れのご家族は陸別から来場。「十勝港まつりは犬を連れてくることができるので、み
んな一緒に楽しめます」と笑顔でした。
　今年の花火大会では、約7,000 発の花火が打ち上げられ、会場では拍手と歓声が上がりました。

　今年の十勝港まつり・十勝港海上花火大会は、約18,000人の来場者でにぎわいました。天
候にも恵まれ、サンタランド認定40周年にふさわしい盛り上がりを見せました。

第68回 十勝港まつり
第34回 十勝港海上花火大会

8/3

（十勝港第４ふ頭）

ミサイル艇「くまたか」は、この日に十勝港から出航しましたミサイル艇「くまたか」は、この日に十勝港から出航しました 出店はどこも大繁盛！出店はどこも大繁盛！
広尾陣屋太鼓保存会と十勝港ソー乱舞の力強いコラボ演舞広尾陣屋太鼓保存会と十勝港ソー乱舞の力強いコラボ演舞

華麗に打ち上げられた水中花火華麗に打ち上げられた水中花火

最高の花火日和。来場者を魅了しました！最高の花火日和。来場者を魅了しました！

広尾陣屋太鼓保存会によるワークショップ
多くの方が陣屋太鼓を体験！

広尾陣屋太鼓保存会によるワークショップ
多くの方が陣屋太鼓を体験！

巡視船「とかち」の体験航海巡視船「とかち」の体験航海広尾小６年生平山初季さん（中央）の巡視船「とかち」１日船長任命式
田中町長（右）と石川かおり衆議院議員（右から２番目）も出席しました
広尾小６年生平山初季さん（中央）の巡視船「とかち」１日船長任命式
田中町長（右）と石川かおり衆議院議員（右から２番目）も出席しました

火災予防フェスタで子どもたちが消火体験！火災予防フェスタで子どもたちが消火体験！ 海風サウナフェスには多くのサウナーが来場海風サウナフェスには多くのサウナーが来場

「十勝港まつり」に、ご協賛ありがとうございました。
イタックス㈱、㈱エイチ・シー・シー、拓殖工業㈱、十勝グレーンセンター㈱、とかち飼料㈱、
東日本冨士新道路㈱、丸紅㈱、㈱やました商店　（50音順、敬称略）

5 広報ひろお　2024年（令和６年）９月号



護
衛
艦「
い
せ
」が
十
勝
港
に
初
入
港
！

　
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦「
い
せ
」が
十
勝
港
に
初
め
て
寄
港
し
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
に
は
入
港
歓
迎
式
と
一
般
公
開
、21・22
日
も
一
般
公
開
さ
れ
、町
内
外

か
ら
約
７
，７
０
０
人
が
訪
れ
て
、会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

7 20

護衛艦いせの威容。ヘリコプター搭載の護衛艦です！（全長 197 ｍ）

ヘリコプターを甲板に移動させる昇降機を体験する来場者

ヘリコプターに乗り込む
長蛇の列ができていました！

防火衣の試着
（1000℃まで耐えられるそうです）

普段自衛隊の皆さんが行う
結索を子どもたちも体験！

（左から）第２護衛隊群司令の清水徹海将補と田中町長
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　家庭から出るごみのほとんどは、生ごみを含む燃えるごみです。生ごみには多くの水分が含
まれているため、ごみの減量化には生ごみ対策が欠かせません。
　そこで、町では９月から、ごみの減量を推進するため、家庭用電動生ごみ処理機購入費用の
一部を補助します。

電動生ごみ処理機購入費用を助成します

６．登録販売店について（7月31日時点）　※最新情報は町公式ウェブサイトに掲載しています。

３．対象者
対象者は、次の条件を満たすことが必要です。

（1）町内に住所を有する町民（事業所は除く）※１世帯１台まで
（2）町税等を滞納していない方

４．申請受付期間
　９月２日（月）～令和７年１月３１日（金）まで

１．補助の内容 ２．対象商品
（1）補助額
　購入費用の１／２
　（上限額　５万円）

（1）家庭用電動生ごみ処理機（バイオ式、乾燥式等）
　※コンポスター、ディスポーザーは対象外

（2）町内登録販売店で購入するもの

５．補助金交付の流れ

① 補助金の申請
　交付申請書に購入予定店、
購入予定額等を記載して役場
へ提出します。

③ 電動生ごみ処理機購入
　※ 購入者は②交付決定後、委任

状を登録販売店へ提出し購入。
　　 補助額を差引いた金額で購入

することができます。

② 交付決定
　役場から交付決定者へ交付決定通
知書及び委任状を送付します。

④ 補助金の請求

⑤ 補助金交付

申請者（町民）

広尾町役場 登録販売店

登録販売店名 住　所 電話番号
旭電機㈲ 東 1 条 5 丁目 2 2-3262
㈲天沼電機工業所 丸山通北 3-5 2-2842
㈲広電サービス 丸山通北 2 丁目 81-2 2-2344
㈲タカダ薬局 本通 6 丁目 4 2-2166

登録販売店名 住　所 電話番号
㈱橘産業（イング）丸山通北４丁目３４ 2-5628
㈲広尾衛生社 西 1 条 2 丁目 7 2-2222
㈲ファミリー電器 本通 9 丁目 1 2-2345

申請書類は、町公式ウェブサイトまたは役場１階　住民課環境生活係に置いています。

【お問い合わせ】住民課 環境生活係　℡２－０１７１
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一
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自殺は、その多くが「追い込まれた末の死」－。
その背景には、失業、生活苦、職場の人間関係、いじめなど、
様々な社会的要因があります。
大切ないのちを守るためには、
①こころの不調に気づく　②話を聴く　
③相談機関につなぐ　④やさしく見守る　ことが大切です。

①気づく
眠れない、食欲がない、口数が少な
くなったなど、大切な人の様子がい
つもと違う場合…。
もしかしたら、悩んでいるかもしれ
ません。
一見、他人には幸せそうに見えるこ
とでも、本人にとっては大きな悩み
になる場合もあります。

②傾聴　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
＊まずは、話せる環境をつくりましょう。
＊心配していることを伝えましょう。
＊悩みを真剣な態度で受け止めましょう。
＊誠実に、尊重して相手の感情を否定せずに対応しましょう。
＊話を聴いたら「話してくれてありがとうございます」「たいへんで
したね」「よくやってきましたね」というように、労いの気持ちを
言葉にして伝えましょう。

③つなぐ　早めに相談するよう促す
＊紹介にあたっては、相談者にていねいに情報提供をしましょう。
＊相談窓口に確実につながることができるように、相談者の了承を得
たうえで、可能な限り連携先に直接連絡をとり、相談の場所・日時
等を具体的に設定して相談者に伝えるようにしましょう。
＊一緒に連携先に出向くことが難しい場合には、パンフレットを渡し
たり、連携先へのアクセス等の情報を提供するなどの支援を行いま
しょう。

④見守る　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
専門の相談機関につないだあとも、必要があれば相談にのることを伝
えましょう。

９
月
10
日▲

９
月
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

大切な人が悩んでいる
ことに気がついたら、
一歩勇気を出して声を
かけてみましょう。
●眠れていますか？
●なんか元気がないけ
ど、大丈夫？
●どうしたの？なんだ
か辛そうだけど…� 等

【出典】誰でもゲートキーパー手帳（厚生労働省）を一部改変
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もし、先の見えない不安や、生きづらさを感じるなどの
こころの悩みを抱えていたら、その悩みを相談してみませんか。

電話で相談したいとき SNSで相談したいとき

どこに相談したらいいかわからないとき
どこに相談したらいいかわからない時は支援情報検索サイトで
地域別、方法別、悩み別に相談窓口を検索することができます。
アドレス　https://shienjoho.go.jp/

身近な相談先

町では、自殺対策を全町的に推進するため「広尾町いのちを支える自殺対策計画」を
策定しました。町公式ウェブサイトでも公開しています。

おもな相談窓口一覧

相談窓口 電話番号 相談時間等
こころの健康相談
（帯広保健所） 0155-21-9110 月〜金（祝祭日を除く）

8時 45分〜 17時 00分

広尾町健康管理センター 01558-2-5122 月〜金（祝祭日を除く）
8時 30分〜 17時 15分

相談窓口 電話番号

＃いのち SOS 0120-061-338

よりそい
ホットライン

0120-279-338
（24時間対応）

いのちの電話 0120-783-556

チャイルドライン 0120-99-7777

こころの健康相談
統一ダイヤル 0570-064-556

相談窓口 相談内容

生きづらびっと
ＳＮＳによる相談と、
必要に応じて
様々な分野への
支援につなぎます。

こころの
ほっとチャット

ＳＮＳなどから、
年齢・性別を問わず
相談に応じます。

あなたのいばしょ
チャット相談

年齢や性別問わず、
誰でも無料・匿名で
利用できます。

10代 20代の
女の子専用相談

10代 20代の女性の
ための LINE 相談を
行っています。
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＜主な変更ポイント＞
①支給対象者の拡大
　 中学校修了前（15歳に達する日以後の最初の３月31日までの間）から、高校修了前（18歳に

達した日以後の最初の３月31日までの間）までの児童を養育している方に変更されます。

②所得制限の撤廃（特例給付が廃止されます）

③児童手当の手当額（月額）と、対象の拡大
　 特に、大学生年代の方について変更があります。保護者の方の養育がポイントです。（詳し

くは、児童係へお問い合わせください）

　※ 「第３子以降」とは、高校生年代まで（18歳に達した日以後の最初の３月31日までの間）
の養育している児童のうち、３番目以降をいいます。

④児童手当の支払月
　 毎年６月、10月、２月の３期に支給されていましたが、偶数月（６期）に変更となります。

令和６年10月から児童手当制度が一部変更されます

支給手続き
・ 過去に所得上限を越えたため、児童手当の支給を受けていない方や、３月末に額改定・

消滅となった方には、請求書を９月中旬に送付予定です。
・新たに受給資格が生じる方については、本人申請となりますので、ご注意ください。
・ 大学生年代の児童の世帯などには、確認書を10月上旬に送付予定です。ただし、広尾町

に住民票のない方は、本人申請となります。

【手続きが必要な方】
・高校生年代の児童のみ養育している場合等

【手続きが不要な方】
・高校生年代の児童と中学生以下の児童を養育している場合等

児童の年齢 手当額

３歳未満
第１・２子 15,000 円
第３子以降 30,000 円

３歳から高校生
第１・２子 10,000 円
第３子以降 30,000 円

【お問い合わせ】子育て支援室 児童係　℡２－０１７２
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保育料の完全無償化
　町では、９月から保育園（所）の保育料無償化の範囲を拡大し、すべての利用に係る保育料
を完全無償化することにより、経済的負担を軽減します。

今回新たに無償化の対象となる児童
・ 広尾町で保育園（所）を利用している満３

歳未満の児童
・ 広尾町で保育園を利用している幼稚園部門

の児童

申 請 手 続 き
原則不要。
※ ９月分以降の保育料を納入済みの方には、後日還付いたします。

在宅育児支援金
　町では、９月から在宅で育児を行っている世帯に対し、在宅育児支援金を支給することによ
り、子育て家庭を支援します。

支 給 金 額
支給対象児童１人につき、月額5,000円

支給対象児童
生後６か月に達する日の翌月から３歳に達する日の年度末までの児童

支 給 要 件
・保護者及び児童が広尾町に居住し住所がある
・支給対象児童が保育園等に入園していない
　※次のいずれかに該当する場合には支給できません。
　　・保護者または同一世帯に属する者が、町税等その他町の収入に係る滞納がある世帯
　　・支給対象者が転出した方等

申 請 手 続 き
該当と思われる世帯に、申請案内を送付いたします。

必 要 書 類
申請書
振込先の通帳の写し（フリガナ氏名記載のページ）

保育料の完全無償化
在宅育児支援金 が始まります

【お問い合わせ】　子育て支援室 児童係　℡２－０１７２
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北海道
三大難所の1つと
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岸
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検
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踏
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出典：「漂流と探検」

最上徳内像
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開
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あ
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付
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ら
れ
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績
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史
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績
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あ
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ら
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。
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※１ 嚆矢（こうし）＝物事の初め ※２ 正五位（しょうごい）＝功績のある人物に与えられる栄典の一種。他に、野口英世など

※３ 奉斎神（ほうさいしん）＝神仏として祀まつること。松浦武四郎、依田勉三など

地図出典：北海道道路史路線史編
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０
０
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指
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す
。
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「
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。
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道

南
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勝
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街
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中
札
内
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、

更
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村
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幕
別
町
忠
類
地
区
、
大

樹
町
、
広
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町
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3
町
2
村
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。
国
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さ
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た
日

高
山
脈
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
、

未
来
の
子
供
た
ち
へ
残
す
た
め
、

様
々
な
活
動
に
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り
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ん
で
い
ま
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。
訪
れ
る
人
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も
、
地
域
の
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も
、
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え
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ト
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て
、
南
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勝
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と
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地
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晴
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力
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史
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介
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重蔵の偉業を讃え「重蔵隧道」と冠名した旧トンネル（昭和39年
開削）と記念碑（広尾町ルベシベツ）

近
藤
重
蔵
開
削
記
念
碑
（
広
尾
町
ル
ベ
シ
ベ
ツ
）

シーニックバイウェイ南十勝夢街道通信

【お問い合わせ】水産商工観光課　℡２－０１７７
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豊似地区以外の町内会の方

日時：９月16日（月）
　　　13：30から
会場：広尾町児童福祉会館
　　　２階　ホール
演芸：広尾陣屋太鼓保存会（広尾町）
　　　十勝港ソー乱舞（広尾町）
　　　石黒会（芽室町・三味線）

豊似市街、紋別、東豊似町内会の方

日時：９月19日（木）
　　　13：30から
会場：広尾町農村環境改善センター　
　　　ホール
演芸：豊栄会（広尾町）
　　　�中村仁美（東京都・音楽健康指

導士）

広尾町敬老会を開催します広尾町敬老会を開催します
　町では、令和６年度敬老会を下記の日程で開催します。
　今年度の敬老会も、昨年度同様に会場内での食事の提供は行わず、２会場での開
催とさせていただきます。
　対象となる方には別途ハガキでご案内します。参加会場は、ハガキでご確認くだ
さい。
　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

【お問い合わせ】保健福祉課�福祉係　℡２－０１７２

（石黒会の皆さん）

（中村仁美さん）
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

鎌田一さんに感謝状贈呈

令和６年度殉公者追悼式

（株）トラストバンクと商品開発
支援連携の協定締結

豊似地区交通安全キャンペーン

広尾町の医療に貢献

不戦の努力なお継続

特産品の魅力向上へ

安全運転の願い込めて

広尾町国民健康保険病院の理事長を退任された鎌田一さん
（社会医療法人北斗 北斗病院名誉理事長）に田中町長から
感謝状が贈呈されました。鎌田さんは平成31年４月から
広尾町国保病院の理事長を務め、本町医療の発展に貢献さ
れました。また、後任の橋本郁郎さん（社会医療法人北斗 
北斗病院理事長）には任命書が交付されました。

広尾町殉公者追悼式が児童福祉会館で行われました。遺族
来賓50人が112柱の冥福を祈り、献花しました。式辞で、
田中町長は「今の平和は先人の犠牲の上にあります」と、
堀田議長は「平和と発展のため全力で立ち向かいます」と、
町殉公遺族会の北藤利通会長は追悼の言葉で「決して戦争
しない一層の努力を続けます」と述べました。

広尾町と大手ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」運
営の株式会社トラストバンク（川村憲一代表取締役）で商
品開発支援等の連携に関する協定が締結されました。田中
町長は「お力添えをいただきながら、商品の磨き上げを行
い、一人でも多くの皆様にまちの特産品をお届けし、地域
経済の活性化につなげたい」と話しました。

豊似小学校（緑川昌浩校長）の児童たちが、住民と一緒に
交通安全宣言集会を行いました。キャンペーン活動では、
３年生から６年生までの児童が、全児童で用意した交通安
全を願う手書きのメッセージ入りボックスティッシュを国
道で走るドライバーに手渡し。熱心に交通安全を呼びかけ
ました。

左から田中町長、鎌田さん左から田中町長、鎌田さん

献花を行う（左から）田中町長、堀田議長献花を行う（左から）田中町長、堀田議長

左から川村代表、田中町長左から川村代表、田中町長

ドライバーに安全運転を呼びかける豊似小児童ドライバーに安全運転を呼びかける豊似小児童

7/1

7/10

7/8

7/10
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

第15回日勝選抜小学生
バレーボール広尾大会

広尾高校３年生人権教室

札幌広尾会 定期総会

北洋道路（株）に感謝状贈呈

最後まで諦めずに

自分や他人を大切に

再 会 を 楽 し む

地域に貢献ありがとう

広尾町バレーボール協会（上杉賢人会長）主催の日勝選抜
小学生バレーボール大会が広尾中学校で開かれました。十
勝管内と日高管内から６チームが参加。広尾マリン Jr. の
選手は最後まで諦めず一生懸命プレーしました。白人シャ
イニングが優勝し３連覇。日高管内の WINNERS が準優勝。
３位は広尾マリン Jr. と更別 JVC でした。

広尾高校（柴山真純校長）３年生を対象に人権教室が開か
れました。講師は本町人権擁護委員の坂本和子氏。「デー
トＤＶを考える」をテーマに動画視聴やグループワークを
実施。十勝管内の人権擁護委員９人で参加し、精神・経済
的暴力について話し合いました。坂本委員は「自分や他人
を大切に、楽しく生きて」と呼びかけました。

札幌広尾会（志村圭太会長）の定期総会・懇親会が５年ぶ
りに、さっぽろテレビ塔で開かれました。志村会長は「ま
ちを応援し、情報発信を通して広尾の魅力を伝えたい」と
述べました。懇親会では、広尾町の近況や思い出話などで
会員や田中町長、堀田議長など広尾町からの出席者たちが
交流を深めました。

北洋道路株式会社（帯広市、田村公裕代表取締役）に、田
中町長から地域貢献感謝状が贈呈されました。同社は、紋
別地区の集会施設（紋別研修センター）利便向上にと、国
道から駐車場への通路舗装をしていただき、田中町長は「ま
ことに助かります」とお礼を述べました。田村代表は「当
社の技術がお役に立てた」と語りました。

思いきりスパイクを放つ石岡なるみ主将思いきりスパイクを放つ石岡なるみ主将

高校生は多くの意見を交わしていました高校生は多くの意見を交わしていました

片山隆志前会長の乾杯で会を締めくくりました片山隆志前会長の乾杯で会を締めくくりました

左から田中町長、田村代表取締役左から田中町長、田村代表取締役

7/14

7/17

7/14

7/18
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

第30回広尾町農村運動会

長崎県西海市小学生親善交流団
出発あいさつ

ルート336花壇草取り

大規模災害時における
ＮＴＴとの基本協定

暑さに負けない熱闘

再 会 を 楽 し み に

まちの玄関口を華やかに

災害に備えて連携強化

広尾町農業協同組合（鯖江雅浩代表理事組合長）主催の農
村運動会が豊似小学校グラウンドで開催され、町内の組合
員やその家族、関係機関などが参加しました。日差しが照
り付ける中、綱引やリレーなどで各チームの選手が熱闘を
繰り広げました。野塚チームが優勝し、競技終了後には懇
親会で親睦を深めました。

姉妹都市の長崎県西海市を７月30日～８月２日まで「小
学生親善交流団」として訪問する町内の小学５～６年生８
人が出発あいさつを行いました。参加する児童は「友達に
会うことが楽しみ」「海水浴が楽しみ」と出発に向けて期
待を述べました。田中町長は「西海市を訪れてそれぞれの
目標を達成してください」と激励しました。

広尾町町内会連合会（秋月直志会長）主催の「ルート336
花壇づくり事業（草取り）」が行われ、町内会や事業所か
ら137人が参加しました。広尾消防署から楽古橋までの植
樹枡には雑草が茂っていましたが、日差しが強く気温も高
い中、全員で丁寧に草取り作業を実施。一段と立派なマリー
ゴールドで彩られ、美しい玄関口となりました。

広尾町と東日本電信電話株式会社北海道事業部（島津泰北
海道事業部長）で大規模災害時における相互協力に関する
協定が締結されました。田中町長は「災害時の町民生活の
早期再開に期待します」と話し、代理で出席したＮＴＴ東
日本―北海道の秋田純北海道東営業支店長は「災害対応と
防災力の向上を図りたい」と答えました。

「共同の力」（綱引）の様子「共同の力」（綱引）の様子

西海市を訪問する「小学生親善交流団」西海市を訪問する「小学生親善交流団」

汗を流しながら丁寧に作業しました汗を流しながら丁寧に作業しました

左から秋田支店長と田中町長左から秋田支店長と田中町長

7/20

7/22

7/21

7/26
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ＨＩＲＯＯ食べ飲みマルシェ

第36回反核平和の火リレー

中村孝夫さん全国功労表彰

子ども料理教室

食べて飲んで楽しむ！

戦争も核兵器もノー！

長年の教育貢献を称え

笑 顔 で ピ ザ 作 り

広尾町商工会青年部（湯浅純平部長）主催の「ＨＩＲＯＯ
食べ飲みマルシェ」が役場駐車場で行われ、多くの来場者
でにぎわいました。子どもから大人まで楽しめるイベント
も多く、会場は大盛況。イベントの「利きビール選手権」
には田中町長も挑戦しました。また、会場ではクラフトビー
ルが販売され、好評ですぐに完売していました。

戦争や核兵器の廃絶、原発の再稼働反対などを訴える「反
核平和の火リレー」が行われました。今回は広尾からラン
ナー７人が参加。出発式でランナー代表が田中町長に平和
行政推進を要請の後、平和の火を掲げて全員で町内を走り、
大樹町に引き継ぎました。本町でも、役場庁舎ロビーで８
月１日から19日まで原爆パネル展を開催しました。

元教育委員の中村孝夫さんが、全国市町村教育委員会連合
会から功労者表彰の栄に浴し、田中町長から伝達されまし
た。中村さんは委員歴29年、うち７年は委員長として、
教育全般に尽力されました。「皆さんにご協力いただいた
からこそ、困難な問題もありながら務められた。今後も教
育行政に協力したい」と話しました。

健康管理センターで子ども料理教室が開かれ、16人が参
加しました。４グループに分かれてピザや夏野菜サラダな
どを講師と調理し、子どもたちは協力し合いながら食材の
カットや盛り付けに挑戦しました。参加した沼澤幸

し あ ら
來さん

と宮下さえらさんは「ピザの生地伸ばしや、焼いたピザを
切る工程が楽しかったです」と話しました。

利きビールに挑戦する田中町長利きビールに挑戦する田中町長

（左から）出発式の田中町長とランナーたち（左から）出発式の田中町長とランナーたち

左から田中町長、中村さん左から田中町長、中村さん

ピザ生地を伸ばす子どもたちピザ生地を伸ばす子どもたち

7/27

7/30

7/29

8/1
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

  

経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
２
０
２
，
８
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
１
８
，
８
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
８
３
，
５
０
０
円
～

　
※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
訪
問
看
護
師　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
１
８
，
８
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
８
３
，
５
０
０
円
～

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

　
　
　
　

 

普
通
自
動
車
免
許
（
A
T

限
定
可
）

・
言
語
聴
覚
士
・
理
学
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
２
０
２
，
８
０
０
円
～

　
資
格
： 

言
語
聴
覚
士
ま
た
は
理
学
療

法
士
の
有
資
格
者

○
雇
用
期
間

　
10
月
１
日
～

募
集

○
応
募
方
法

　

 

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
に
各
免
許
証
を
添
え
、
国
保
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

　
適
性
検
査
（
薬
剤
師
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
２・
３
１
１
１
）

フ
ロ
ア
ー
リ
ン
グ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

○
日
時

　
（
男
子
の
部
）
９
月
30
日
（
月
）

　
（
女
子
の
部
）
９
月
30
日
（
月
）

　
両
種
目
と
も
午
後
７
時

○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
参
加
資
格

　

 

中
学
生
以
上
の
男
女
。
チ
ー
ム
編
成

は
選
手
５
人
、
補
欠
２
人
と
す
る
。

中
高
生
チ
ー
ム
は
成
年
者
を
代
表
と

す
る
こ
と
。

○
申
込
期
日

　

 

９
月
17
日
（
火
）
ま
で
に
申
込
用

紙
を
社
会
教
育
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

 

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
１
）

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・
８
７
１
８
）

▼ 

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

航空学生 海上自衛隊：18歳以上23歳未満の方
航空自衛隊：18歳以上24歳未満の方 ９月５日（木）まで

１次：９月16日（月）
２次：10月12日（土）から
　　　　　17日（木）のうち１日
３次：11月９日（土）から
　　　12月12日（木）のうち１日

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の方 ９月３日（火）まで

１次：９月20日（金）または21日（土）
２次：10月16日（水）または17日（木）

自衛官候補生 男子：９月26日（木）または27日（金）
女子：９月28日（土）

予備
自衛官補

一般 18歳以上52歳未満の方
９月19日（木）まで ９月21日（土）から

10月７日（月）のうち１日技能 18歳以上で国家免許資格等を有する方
※詳細はお問い合わせください。

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

防衛大学校
学生

推薦

18歳以上21歳未満の方

９月９日（月）まで
９月21日（土）、22日（日）

総合選抜 １次：９月21日（土）
２次：10月26日（土）、27日（日）

一般 10月17日（木）まで
１次：11月２日（土）
２次：11月30日（土）から
　　　12月４日（水）のうち１日

防衛医科大学校
医学科学生 10月９日（水）まで

１次：10月19日（土）
２次：12月11日（水）から
　　　　　13日（金）のうち１日

防衛医科大学校
看護学科学生 10月２日（水）まで １次：10月12日（土）

２次：11月23日（土）または24日（日）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
（
ダ
ン
ス
）

参
加
者
募
集

○
日
時　

　
９
月
29
日
（
日
）　
午
前
10
時

○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　
小
学
生

○
申
込
期
日

　

 

９
月
19
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
用

紙
を
社
会
教
育
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

 

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
１
）

お
買
い
物
券
の
使
用
期
限

　
広
尾
町
介
護
予
防
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
事
業
で
活
動
ポ
イ
ン
ト

と
交
換
し
た
『
お
買
い
物
券
』
の
有
効

期
限
は
、
９
月
30
日
（
月
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

「
敬
老
の
日
」
浴
場
無
料
開
放

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
公
衆
浴
場
で
は
、

９
月
の
「
敬
老
の
日
」
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
65
歳
以
上
の
方
限
定
で
、
お
風

お
知
ら
せ

呂
の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
９
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

　
午
後
３
時
～
９
時

　
（
最
終
受
付
：
午
後
８
時
半
）

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

10
月
１
日
か
ら
『
持
込
ご
み
』
が

有
料
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
ご
み
処
理
施
設
）
へ
直
接
持
込
ま
れ

た
ご
み
は
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
１
日
か
ら
資
源
ご
み
以
外

の
持
込
ご
み
の
受
け
入
れ
を
有
料
化
し

ま
す
。

【
料
金
】

【
料
金
の
支
払
方
法
】

　
入
退
場
時
に
計
量
機
で
ご
み
の
重
さ

を
測
定
し
、
退
場
時
に
現
金
で
お
支
払

い
た
だ
き
ま
す
。　

問　
環
境
生
活
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
１
）

種　別 改定前 改定後
（10 月～）

家庭系
ご　み 無　料 150 円 /10㎏

事業系
ご　み 無　料 150 円 /10㎏

資　源
ご　み 無　料 無　料

「
敬
老
の
日
」

「
秋
分
の
日
振
替
休
日
」

燃
え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す

　

９
月
16
日
は
【
敬
老
の
日
】、
９
月

23
日
は
【
秋
分
の
日
振
替
休
日
】
で
祝

日
で
す
。

　
役
場
な
ど
は
休
業
で
す
が
、
月
曜
日

に
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
る

区
域
だ
け
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し

ま
す
。

　
な
お
、
収
集
当
日
は
南
十
勝
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
へ
の
“
ご
み
の
持
ち
込
み
”

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
収
集
日
（
祝
日
の
月
曜
日
）

　
９
月
16
日
（
敬
老
の
日
）

　
９
月
23
日
（
秋
分
の
日
振
替
休
日
）

○
収
集
区
域

※
「
燃
え
る
ご
み
」
の
み
の
収
集
で
す
。

問　
環
境
生
活
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
１
）

交
通
事
故
死
ス
ト
ッ
プ

十
勝
百
日
作
戦

　
９
月
１
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
土
）

ま
で
「
交
通
事
故
死
ス
ト
ッ
プ
十
勝
百

日
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
一
斉
に
９
月
21
日
（
土
）

～
30
日
（
月
）
ま
で
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
輸
送
繁
忙
期
の
交
通
事
故
防
止

　

 

十
勝
地
方
で
は
農
作
物
の
収
穫
期
を

迎
え
輸
送
繁
忙
期
と
な
り
ま
す
。
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
交
通
量
が
増
え
、
重
大

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

運
転
者
や
歩
行
者
が
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

　

 

秋
口
は
特
に
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間

に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

交
差
点
で
の
一
時
停
止
・
左
右
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
、
高

齢
者
の
横
断
歩
道
外
の
道
路
横
断
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
速
度

で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
啓
発

　

 

年
齢
が
高
く
な
る
と
加
齢
等
に
よ
る

身
体
機
能
の
変
化
（
認
知
機
能
の
低

下
、
反
射
神
経
の
鈍
化
、
筋
肉
の
衰

え
等
）
が
運
転
に
影
響
し
ま
す
。
高

齢
者
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
、
一
層
の

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

該当町内会

音調津、桜、山フンベ、
中広尾、新生、野塚市街、
野塚、豊似市街、紋別、
東豊似

上浜、入舟町、会所、
防人、緑町、朝日、
５丁目、６丁目
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
　

 
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る

極
め
て
悪
質
・
危
険
な「
犯
罪
」で
す
。

一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底

し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

 

歩
行
者
か
ら
は
車
が
見
え
て
い
て
も
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
見
え
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
無
理
な
道
路

横
断
は
や
め
、
横
断
歩
道
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
外
出
す
る
際
は
、
明
る

い
服
を
着
た
り
、
持
ち
物
に
反
射
材

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　

 

見
通
し
の
悪
い
場
所
や
一
時
停
止
の

標
識
が
あ
る
場
所
で
は
、必
ず
止
ま
っ

て
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

自
転
車
で
転
倒
し
た
と
き
や
交
通
事

故
に
あ
っ
た
と
き
、
頭
部
の
怪
我
は

致
命
傷
と
な
り
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

　
１　

 

車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

　

２　

 

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

を
守
っ
て
、
安
全
確
認

　
３　

 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
４　
飲
酒
運
転
は
禁
止

　
５　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問　
広
尾
町
地
域
安
全
推
進
協
議
会

　
　
環
境
生
活
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
１
）

　
　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

さ
ー
た
ち
ゃ
ん
・
ツ
リ
ー
く
ん

ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
販
売
価
格

表
記
誤
り
の
お
詫
び

　
広
報
８
月
号
で
掲
載
し
た
、
さ
ー
た

ち
ゃ
ん
と
ツ
リ
ー
く
ん
の
ラ
イ
ン
ス
タ

ン
プ
の
販
売
価
格
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問　
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
７
）

救
急
自
動
車
を
売
却
し
ま
す

　
次
の
車
両
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

１　
売
却
車
両

　
　
高
規
格
救
急
自
動
車

２　

 

入
札
に
参
加
す
る
方
に
必
要
な
資

格

　
　

 

広
尾
町
に
在
住
の
方
。
ま
た
は
町

内
に
事
務
所
を
有
し
、
法
人
登
録

を
し
て
い
る
会
社

３　

 

入
札
要
領
及
び
契
約
条
項
を
示
す

場
所

　
　
広
尾
消
防
署　
警
防
係

４　

 

入
札
書
用
紙
の
交
付
、
車
両
説
明

の
期
間

　
　
９
月
２
日
（
月
）
～
30
日
（
月
）

５　
開
札
日
時
及
び
場
所

　
　
10
月
７
日
（
月
）
午
前
10
時

　
　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室　

６　
 

郵
便
ま
た
は
電
報
に
よ
る
入
札
は

認
め
ま
せ
ん
。

７　
そ
の
他

　
　
車
両
は
現
状
渡
し
と
な
り
ま
す
。

　
　

 

車
両
の
引
取
及
び
登
録
ま
た
は
解

体
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
全
て

落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　

 

登
録
す
る
場
合
は
、
消
防
章
、
赤

色
回
転
灯
・
ア
ン
プ
サ
イ
レ
ン
の

撤
去
、
ボ
デ
ィ
等
の
文
字
消
去
を

再
利
用
の
条
件
と
し
、
広
尾
町
は

瑕か

し

た

ん

ぽ

疵
担
保
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
再
利
用
す
る
場
合
は
、
引

渡
し
後
30
日
以
内
に
条
件
を
満
た

し
た
状
態
の
写
真
及
び
登
録
名
義

変
更
の
書
面
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
警
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

住
宅
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業

　
広
尾
町
商
工
会
に
加
入
し
て
い
る
町

内
業
者
が
施
行
・
販
売
す
る
新
築
・
建

売
及
び
中
古
住
宅
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
奨
励
金
を
交
付
す
る
支
援
事
業
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
事
業
を
ご
利
用
の
方
は
、
工
事

の
着
手
や
契
約
前
に
事
前
届
出
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
や
対
象
の
工
事
に
つ
い
て
な

ど
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
工
事
の

着
手
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
５
月
号
ま
た
は
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
商
工
観
光
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
７
）

誤 120円（40コイン）

正 ラインストア：120円
アプリ内ショップ：50コイン
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

第
２
期
申
請

　
「
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
助
成
金
」

の
第
２
期
（
７
月
～
９
月
分
）
の
申
請

期
限
は
９
月
末
ま
で
で
す
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
７
月
～
９
月

分
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
対
象
と
な
る
方
は
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
１
期
で
申
請
を
さ
れ
た
方

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
対
象

　

 

町
内
の
事
業
所
等
で
働
い
て
い
る
満

35
歳
以
下
の
広
尾
町
の
住
民
で
、
現

在
奨
学
金
の
返
還
を
行
っ
て
い
る
方

○
支
給
額
・
期
間

　

 

返
還
額
の
２
分
の
１
以
内
（
月
額

１
万
円
が
上
限
）、
最
大
10
年
間

　
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
企
画
防
災
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
き
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
み

ま
も
り
手
助
け
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
職
場
や
サ
ー
ク
ル
等
で
５
人

以
上
集
ま
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

出
向
い
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座

を
受
け
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
し
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　
開
催
の
希
望
、
詳
細
は
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

○�
複
数
で
行
動
し
、
音
で
人
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

　

 
野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
複
数
で
行

動
し
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
な
ど
持

ち
、
会
話
し
な
が
ら
人
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し

襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
ク
マ
撃
退
ス

プ
レ
ー
が
有
効
で
す
。撃
退
ス
プ
レ
ー

も
持
参
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
　

 

ヒ
グ
マ
は
、
身
近
な
場
所
に
も
潜
ん

で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
治

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○�

残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

 

ヒ
グ
マ
は
一
度
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え
る

と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て
場

な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置
し

た
り
、
埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○�

フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

　

 

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木
な

ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を
見

つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
し

ま
し
ょ
う
。

○
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　

 

万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
逃

げ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て
行
動

す
る
と
、
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を
興
奮

さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
は
回
収
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
り

ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

国
・
地
方
共
通
相
談

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
提
供

　
総
務
省
は
、
国
や
地
方
の
制
度
、
行

政
手
続
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に

対
応
す
る
「
国
・
地
方
共
通
相
談
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
住
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
ニ
ー
ズ
が
高
い
「
子

育
て
」「
年
金
」「
医
療
保
険
」「
税
」

な
ど
の
分
野
に
関
す
る
疑
問
を
対
話
形

式
で
自
動
返
答
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
直
接
窓
口
に
出
向
く
こ
と
や
、
電
話

を
か
け
る
こ
と
な
く
、
好
き
な
時
間
に

知
り
た
い
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
ご
利
用
は
こ
ち
ら

　
　
　
　
　

問　
総
務
省
行
政
評
価
局
総
務
課

　
　
（
℡
０
３・５
２
５
３・５
２
０
４
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
９
月
14
日
（
土
）

　
午
前
10
時
半
～
午
後
３
時

○
集
合
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

 

バ
ス
で
晩
成
温
泉
な
ど
へ
行

き
ま
す
。

○
持
ち
物　
昼
食
（
お
に
ぎ
り
等
）

　
　
　
　
　
飲
み
物

○
参
加
費　
１
，
０
０
０
円
程
度

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

催
し
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
い
き
い
き
百
歳
体
操

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
！

　
町
内
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
を
次
の
と
お
り
新

た
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
体
力
作
り
や
認
知
症
予
防
と
し
て

体
操
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
程　

　
９
月
４
日
～　
毎
週
水
曜
日　

　
午
前
10
時
～
11
時

○
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
１―

11
）

○
持
ち
物　

　

 

水
分
、
タ
オ
ル
、
介
護
予
防
ポ
イ
ン

ト
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
み　
不
要

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
時
間　
午
前
10
時
半

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

救
命
講
習
会

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　
広
尾
消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
家
族
や
友
人
な
ど
の
命
を

救
う
た
め
に
、
こ
の
機
会
に
受
講
し
て

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
講
習
種
別　
救
命
入
門
コ
ー
ス

○
講
習
日
時

　
９
月
８
日
（
日
）

　
午
後
２
時
半
～
４
時

○
場
所

　
広
尾
町
消
防
総
合
庁
舎

　

２
階　
大
ホ
ー
ル

○
定
員　
15
人

○
受
講
料　
無
料

○
受
講
資
格　
10
才
以
上

○
申
込
締
切　
９
月
６
日
（
金
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

問　
広
尾
消
防
署
救
急
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
９
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
２
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
０
１
５
５・
６
６・７
１
１
２
）

※ 

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

無
料
調
停
手
続
相
談
会

　
調
停
は
、
裁
判
の
よ
う
に
勝
ち
負
け

を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
話
し
合
い
に

よ
り
お
互
い
が
合
意
す
る
こ
と
で
揉
め

事
の
解
決
を
図
る
手
続
で
す
。

　
今
年
も
調
停
制
度
の
啓
蒙
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
日
時

　
10
月
６
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
）

○
相
談
担
当
者

　
家
事
・
民
事
各
調
停
委
員

○
相
談
内
容

　

 

夫
婦
関
係
・
親
子
問
題
・
相
続
・
金

銭
・
交
通
事
故
・
土
地
建
物
等

※ 

裁
判
所
で
係
争
中
の
事
件
の
相
談
は

除
き
ま
す
。

○
そ
の
他

・ 

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

問　
釧
路
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
帯
広
支
部
庶
務
課

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・５
１
４
１
）

日にち 場所

９月５日（木） 老人福祉センター

９月12日（木） 豊似農村環境
改善センター

９月19日（木） 老人福祉センター
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
広
尾
書
道
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
書
道
と
茶
道
の
講
座
】

　
鉛
筆
・
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
日
常
の
か

な
文
字
の
書
き
方
、
そ
し
て
礼
儀
作
法

と
し
て
の
茶
道
の
た
し
な
み
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

○
日
時

　
９
月
４
日
・
11
日
・
18
日
（
水
）

　
午
前
９
時

○
場
所

　
コ
ミ
セ
ン
和
室

○
そ
の
他

・
受
講
料
：
無
料

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
申
込
は
当
日
ま
で
承
り
ま
す
。

　
（
飛
び
込
み
可
）

【
一
文
字
作
品
展
】

　
一
文
字
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
茶
道
・
書
道
・
消
し
ゴ
ム

印
の
体
験
会
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

　
９
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時
半

会
場　
岡
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
帯
広
市
西
２
条
７
丁
目
）

○
そ
の
他

町
民
か
わ
ら
版

・ 

体
験
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

・ 

体
験
会
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
℡
２・
３
２
７
８
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　
 

町
民
（
ま
た
は
団
体
）
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
） 
広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※ 

原
則
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
。
詳
細

情
報
は
折
込
チ
ラ
シ
か
、
代
表
者
へ

の
問
合
せ
で
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

 

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
10
月
号　
９
月
３
日
（
火
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※ 

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

ご
意
見
箱
の
コ
ー
ナ
ー

※ 

紙
面
の
都
合
上
、
ご
意
見
の
内
容
を

要
約
し
て
い
ま
す
。

『
遊
休
施
設
の
早
期
活
用
と
環
境
整
備
』

　
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
内
に
あ
る
遊
休

施
設
及
び
活
用
さ
れ
て
い
る
施
設
の
環

境
整
備
は
悲
惨
な
状
況
下
に
あ
る
。
特

に
遊
休
施
設
に
お
い
て
は
廃
墟
同
然
の

状
況
で
あ
る
。

　
遊
園
地
敷
地
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
物

産
売
店
棟
は
環
境
整
備
す
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
遊
園
地
敷
地
内
の
環
境
整
備
を

行
い
、
太
平
洋
に
向
か
っ
て
丸
太
で
長

い
ベ
ン
チ
を
設
け
た
ら
ど
う
か
？

　
検
討
中
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
道
内
で
も

有
数
の
海
が
見
え
る
、
虫
の
少
な
い
自

然
豊
富
な
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
人
気
を

得
た
た
め
、
早
期
オ
ー
プ
ン
を
望
む
。

　
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

廃
校
と
な
っ
た
校
舎
な
ど
の
施
設
は
長

く
使
わ
れ
な
い
状
況
で
は
負
の
遺
産
と

な
る
。
環
境
整
備
に
奉
仕
活
動
は
活
用

で
き
な
い
か
？
多
額
の
税
金
を
投
じ
た

大
事
な
施
設
で
も
あ
る
。
廃
墟
に
な
る

前
に
早
期
の
施
設
活
用
を
望
む
。

【
回
答
】

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

き
ま
し
て
は
、
再
開
を
断
念
し
、
昨
年

の
６
月
議
会
の
場
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
ど
う
す

る
の
か
に
つ
い
て
、
町
民
を
交
え
て
時

間
を
か
け
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

�

（
担
当
：
商
工
観
光
係
）

【
回
答
】

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

施
設
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
施
設
の
担
当
課
で
可
能
な
範
囲

で
す
が
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お

気
づ
き
の
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
貸
付
が
可
能
な
施
設
で
は
有

償
や
無
償
で
の
貸
付
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
役
場
内
で
の
活
用
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
老
朽
化
に
よ
り
危

険
と
判
断
さ
れ
、
使
用
が
で
き
な
い
施

設
も
あ
り
ま
す
。

　
活
用
見
込
み
の
な
い
遊
休
施
設
の
維

持
補
修
は
必
要
最
低
限
し
か
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
奉
仕
活
動
も
現
在
稼
働
中
の

施
設
を
中
心
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
活
用
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
活
用
の
方
法
を
探
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

�

（
担
当
：
管
財
契
約
係
）

『
公
園
に
つ
い
て
』

　
新
丸
山
公
園
は
川
も
池
も
あ
り
、
山

も
坂
も
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
具
も
実
の
な

る
木
、
桜
な
ど
の
花
々
、
近
く
で
見
れ

る
大
き
な
水
芭
蕉
が
あ
り
、
公
園
と
し

て
は
満
足
で
す
。

　
も
し
新
し
い
公
園
計
画
が
あ
る
な
ら
、

こ
こ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
旧
広
尾
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
陣
屋
の
森
と
合
わ
せ
て
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
美
し
か
っ
た
旧

広
尾
小
が
荒
れ
て
い
て
と
て
も
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
大
き
な
遊
具
が
な
く
て
も
子
ど
も
た

ち
は
神
社
公
園
な
ど
で
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
す
。
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ

施
設
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
回
答
】

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
丸
山
公
園
を
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
公
園
の
整
備
内
容
は

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
再
度

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
公
園
整
備
と
並

行
し
て
、
町
内
に
あ
る
既
存
の
各
公
園

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
担
当
：
企
画
防
災
係
）

『
坂
本
直
行　

入
植
地
へ
の
案
内
看
板

な
ど
に
つ
い
て
』

　
新
し
い
案
内
看
板
が
小
さ
く
て
が
っ

か
り
で
し
た
。

　
夕
方
に
旭
浜
か
ら
広
尾
に
車
を
走
ら

せ
る
と
、
暮
時
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
国
立
公
園
に

な
る
の
だ
か
ら
、
日
高
山
脈
が
き
れ
い

に
見
え
る
場
所
に
直
行
テ
ラ
ス
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
？
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
に
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
発

信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、
隣
地
関
係
や

除
雪
時
の
支
障
を
考
慮
し
て
現
状
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
日
高
山
脈
の
山
並
み
を
描

い
た
坂
本
氏
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、

相
乗
効
果
の
高
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

�

（
担
当
：
社
会
教
育
係
）

『
美
幌
の
海
岸
に
つ
い
て
』

　
フ
ン
ベ
の
坂
か
ら
海
を
見
る
の
が
大

好
き
で
す
。
美
幌
の
緑
の
石
は
今
年
も

き
れ
い
で
、
観
光
バ
ス
や
写
真
を
撮
り

に
旭
川
や
札
幌
か
ら
も
毎
年
来
る
人
が

い
ま
す
よ
。
美
幌
の
サ
ク
ラ
も
き
れ
い

に
咲
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
と

し
て
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
６
年
後
の

た
め
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
広
尾
町
の
フ
ン
ベ
か
ら
美
幌
に
か
け

て
の
観
光
に
対
し
ま
し
て
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
訪
れ
る
方
に
は
、
事
故
の
な
い
よ
う

広
尾
町
の
自
然
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
担
当
：
商
工
観
光
係
）

『
お
散
歩
マ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て
』

　
朝
日
区
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
近
所

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
広
尾
橋
ま
で

毎
日
見
に
行
っ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の

人
が
歩
い
て
い
ま
す
。

　
次
に
お
散
歩
マ
ッ
プ
を
作
る
際
に
は

コ
ー
ス
に
し
て
く
だ
さ
い
。
秋
は
秋
鮭

が
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
ま
す
。

【
回
答
】

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
広

尾
町
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ
」
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
健
康
や
介
護
予
防
、
見
守

り
、
仲
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
く

た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
散
歩
コ
ー
ス
が

あ
る
と
、
外
に
出
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
。
次
の
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ

の
更
新
は
未
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
更

新
の
際
は
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

�

（
担
当
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

ご
意
見
箱
は
役
場
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
児
童
福
祉
会
館
（
図
書
館
）、

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
記
入
用
紙
と
と

も
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

役場１階ロビーでは
絵画の展示を実施しました

「お互いさま　ひろお」作製の
さんぽマップ
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

新型コロナワクチン
定期接種
新型コロナワクチン
定期接種

対象者 接種費用接種開始日

接種には必ず予約が必要です

9/11（水）開始予定9/11（水）開始予定
接種開始日は10月15日（火）からを予定しています。接種開始日は10月15日（火）からを予定しています。

予 約 申 込

※無料での接種は令和6年3月31日で終了しています。
　今年度より予約先は国保病院となります。

※インターネット予約も準備中

10/15（火） 3,000円
1回

65歳以上の方全員

60歳以上65歳未満で
心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能障害
又は、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能障害の方

予約方法については後日お知らせします
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シリーズ国民年金／地域包括支援センター

113

　
口
腔
機
能
の
衰
え
を
「
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
」
と
言
い
ま
す
。
噛
ん
だ

り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
力
が
低
下
す

る
と
、
全
身
の
衰
弱
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

『
４
点
以
上
で
危
険
性
が
高
い
！
』

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

□�

半
年
前
と
比
べ
て
、
堅
い
も
の
が

食
べ
に
く
く
な
っ
た

□�

お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が
あ

る
□
義
歯
を
入
れ
て
い
る

△
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

△�

半
年
前
と
比
べ
て
、
外
出
が
少
な

く
な
っ
た

　

�

□
の
項
目
で
「
は
い
」
の
場
合
、

ひ
と
つ
に
つ
き
２
点

　
�

△
の
項
目
で
「
は
い
」
の
場
合
、

ひ
と
つ
に
つ
き
１
点

○�
さ
き
イ
カ
、
た
く
あ
ん
く
ら
い
の

堅
さ
の
食
べ
物
を
噛
む
こ
と
が
で

き
る

○
１
日
に
２
回
以
上
、
歯
を
磨
く

○�

１
年
に
１
回
以
上
、
歯
医
者
に
行

く
　

�

○
の
項
目
で
「
い
い
え
」
の
場
合
、

ひ
と
つ
に
つ
き
１
点

◎�

０
〜
２
点　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

の
危
険
性
は
低
い

◎�

３
点　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
危

険
性
あ
り

◎�

４
点
以
上　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

の
危
険
性
が
高
い

　
い
か
が
で
し
た
か
？
虫
歯
や
歯
周

病
、
入
れ
歯
の
不
具
合
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
と
、
噛
み
や
す
い
も
の

を
選
ん
で
食
事
が
偏
っ
て
し
ま
い
、

筋
力
や
体
力
が
衰
え
ま
す
。
そ
の
結

果
、
転
倒
や
骨
折
を
招
き
、
要
介
護

状
態
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
歯
科
医
に
定
期
的
に
通
院
す
る
習

慣
を
持
ち
、
口
腔
体
操
な
ど
に
も
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

☆
お
す
す
め
口
腔
体
操
：「
あ
い
う

べ
」
体
操
「
あ
・
い
・
う
・
べ
」
と

言
い
な
が
ら
大
き
く
口
や
舌
を
動
か

し
ま
す
。
手
軽
に
で
き
る
の
で
ぜ
ひ

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

394

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居

住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の

す
べ
て
の
方
に
、
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加
入

種
別
は
、
次
の
３
種
類
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
届
出
は
加
入
時
だ
け
で
な

く
、
就
職
・
転
職
・
結
婚
な
ど
で
種

別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
国
民
年
金
の
加
入
種
別

・
第
１
号
被
保
険
者

　
自
営
業
者
や
学
生
の
方
な
ど
が
対

象
と
な
り
、
加
入
や
種
別
変
更
の
手

続
き
は
、
役
場
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
、
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤
務

先
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が
対
象
と
な

り
、
手
続
き
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。

◇
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

・
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ
る

と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３
号
被
保

険
者
に
な
る
場
合
は
除
く
。）
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
第
３
号
被
保
険
者
が
い
る
場

合
、
そ
の
方
も
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３
号

被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
等

に
加
入
す
る
と
第
２
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

・
会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
配

偶
者
に
な
る
方
な
ど
が
第
３
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
ま
た
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

種
別
変
更
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！
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けんこうひろば 健康管理センター℡2－5122

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

　
女
性
の
た
め
の
検
診
デ
ー
で
す
。

　
健
診
内
容
は
ご
希
望
に
よ
り
選

択
で
き
ま
す
。
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

70
歳
以
上
・
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。

日
に
ち　
９
月
23
日
（
月
・
祝
）

受
付　

�

７
時
〜
10
時
（
子
宮
・
乳

が
ん
検
診
は
８
時
30
分
〜

10
時
）

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容
・
料
金

厚
生
連
巡
回
ド
ッ
ク

　
帯
広
厚
生
病
院
に
よ
る
人
間
ド
ッ

ク
を
１
時
間
半
程
度
で
お
手
軽
に

受
診
で
き
ま
す
。
広
尾
で
今
年
度

受
け
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
２
日
間

の
み
と
な
り
ま
す
。

日
に
ち　
10
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
22
日
（
火
）

対
象　

�

35
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
、

後
期
高
齢
者
、
農
協
組
合

員

※�
70
歳
以
上
・
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。

場
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

申
込　
９
月
27
日
（
金
）
ま
で

検
診
内
容
・
料
金

※�

農
協
組
合
員
は
農
協
よ
り
検
診

料
金
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

ぴ
よ
マ
マ
サ
ロ
ン

　
「
他
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
お
し
ゃ

べ
り
し
た
い
」「
気
分
転
換
し
た
い
」

な
ど
、
そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
の

ぴ
よ
マ
マ
サ
ロ
ン
で
す
。

日
時　
10
月
１
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分

対
象　

�

１
〜
３
か
月
く
ら
い
の
お

子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�（
公
園
通
北
２
丁
目
51
番

地
２
）

申
込　

�

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防

接
種
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　
町
で
は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日

〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
を
対
象
に
、
令
和
６
年
度
ま

で
原
則
無
料
で
抗
体
検
査
と
予
防

接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※�

ク
ー
ポ
ン
券
の
使
い
方
や
な
く

さ
れ
た
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今月の担当　栄養士　吉田　さゆりCKD（慢性腎臓病）を知っていますか？
　CKDは、腎臓の働き（GFR）が健康な人の60％
未満に低下する（GFRが60ml/分/1.73m²未満）
か、あるいはタンパク尿が出るといった腎臓の異常
が続く状態を言います。
＜慢性腎臓病（CKD）の重症度＞

 軽 → 中 → 重 と腎不全が進行しているこ
とを意味し、心血管死亡や末期腎不全へ
の進展リスクが高くなることがわかって
います。

　CKDは、メタボリックシンドローム、
高血圧、糖尿病、脂質異常症などの生活
習慣病として知られて
いる病態から発症する
ことが多いです。

CKDの原因

　1年に1回は健康診断を受け、血液検
査や尿検査で自分の腎臓の働きを知るこ
とが大切です。特に尿たん白（＋）以上
の方は要注意ですので、病院で詳しい検
査を受けることをお勧めします。

CKDを早く見つけるためには？

または

特定健診
①30～74歳の国保加入者
②後期高齢者医療保険加入者
③30歳以上の生活保護世帯の方

無料

胃がん検診 35歳以上 1,000円
肺がん検診 35歳以上 300円
大腸がん検診 35歳以上 600円
子宮がん検診 20歳以上の女性（2年に1回） 1,600円
乳がん検診 40歳以上の女性（2年に1回） 2,000円
骨粗しょう症検診 40～70歳の女性（5年に1回） 700円
肝炎ウイルス検診 40～70歳で受診したことがない方 700円
エキノコックス症検診 小学校3年生以上（5年に1回） 無料

特定健診 無料
胃がん検診 1,000円
肺がん検診 300円
大腸がん検診 600円
オ
プ
シ
ョ
ン

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000円

肝炎ウイルス検診 40～70歳で受診し
たことがない方 700円

エキノコックス症検診 5年に1回 無料
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス
9
月
10
日

（火）

10
月
8
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50～10:05

Ａコープサンタ村前 13:15～13:30

野塚郵便局前 13:45～14:00

9
月
13
日

（金）

10
月
11
日

（金）

丸山寿の家 10:50～11:05

フクハラるる店 11:15～11:30

音調津郵便局前 13:45～14:00

お
は
な
し
会
と
折
り
紙
教
室

童
話
ル
ー
ム

土
曜
お
は
な
し
会

◇
日
時
：
９
月
28
日
（
土
）　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

◇
場
所
：
図
書
館　
童
話
ル
ー
ム

◇
対
象
：
幼
児
～

◇
内
容
：
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

折
り
紙
教
室

◇
日
時
：
９
月
28
日
（
土
）　
午
前
11
時
～

◇
場
所
：
図
書
館　
童
話
ル
ー
ム

◇
対
象
：
ど
な
た
で
も

◇
内
容
：「
メ
ダ
ル
」
を
折
り
紙
で
作
り
ま
す
。

※
土
曜
お
は
な
し
会
終
了
後
に
行
い
ま
す
。

９
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

◇
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本
【
児
童
展
示
】

　

 

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
関
連
す
る
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

◇
宮
西
達
也
展
【
廊
下
展
示
】

　

 

宮
西
達
也
さ
ん
の
絵
本
に
出
て
く
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
展
示
し
ま
す
。

　
童
話
ル
ー
ム
に
は
絵
本
の

他
に
、
布
絵
本
や
お
手
玉
を

置
い
て
い
ま
す
。

　
布
絵
本
に
は
様
々
な
し
か

け
が
あ
り
小
さ
な
お
子
さ
ん

も
楽
し
め
ま
す
。
是
非
童
話

ル
ー
ム
に
遊
び
に
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
大
き
な
く
ま
さ
ん
が
お
出

迎
え
し
て
く
れ
ま
す
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
今
さ
ら
聞
け
な
い
転
職
・
退
職
の
超
基
本

 

ハ
ッ
カ
ズ
ー
ク
（
監
修
）

◇ 

「
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
」
が
な
く
な
る

言
語
化
大
全 

山
口　
拓
朗

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
女
の
国
会 

新
川　
帆
立

◇
愚
か
者
の
石 

河
崎　
秋
子

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス
［
29
］

 

ぐ
る
ー
ぷ
・
ア
ン
モ
ナ
イ
ツ

◇
る
ー
く
ん
の
ベ
ッ
ド 

は
せ
が
わ　
さ
と
み

『
夜
空
に
浮
か
ぶ
欠
け
た
月
た
ち
』

�

窪　
美
澄
／
角
川
書
店

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
夫
婦
で
営
ん
で
い
る「
椎

木
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
は
様
々
な
悩
み
を
抱
え

た
患
者
が
来
診
し
ま
す
。

　
優
し
く
寄
り
添
い
、
患

者
を
支
え
ま
す
が
、
そ
ん

な
夫
婦
に
は
悲
し
い
過
去

が
あ
り
ま
し
た
。

　
優
し
い
言
葉
遣
い
で
描

か
れ
た
心
あ
た
た
ま
る
一

冊
で
す
。

お
知
ら
せ

【
９
月
の
休
館
日
】
２
日
・
９
日
・
16
日
・
22
日
・

23
日
・
30
日

※
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。
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林業・木材産業推進担当の澤村拓也です！

集いの杜キッズスペース木のおもちゃ追加
　集いの杜（野塚交流館）に続々と木のおもちゃを追加しています。
今回はカプラが追加されました。カプラとはフランス生まれで、
木目が綺麗でシンプルな長方形の積み木です。シンプルですが遊
び方は無限にあり、子ども達の想像力を育ててくれます。
　このカプラやキッズスペースに置いてある木のおもちゃはほと
んどが集いの杜で手作りしています。まだまだ数は少ないですが
今後たくさんの木のおもちゃを作り、子ども達が木を触れるきっ
かけを作っていきたいと考えています。導入してほしい木のおもちゃ
等の要望を大募集中です。是非集いの杜に遊びに来てください。

農村活性化推進員の竹田　全（あきら）です！

広尾高校で職業座談会！
　先日広尾高校で、現役高校生と協力隊員で職業座談会を行い
ました！協力隊になるまでの経緯や現在の働き方、そしてこれ
からのことについてお話をさせていただきましたが、自分が高
校生の時は、協力隊になって酪農家を目指しているとは夢にも
思っていませんでした。座談会を行うにあたり自分自身のこと
を振り返ってみると、思いがけないきっかけやタイミングの積
み重ねで今があると実感すると同時に、何かしらの行動を起こ
す事で、多くのご縁に恵まれるものだなぁと感じました。それ
にしても、高校生と自分の年齢が倍以上離れているという事実
を知ったことが、今回1番の衝撃でした。（気持ちだけは高校生のままです）

Vol.100広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

炎
暑
来
る
ご
ろ
寝
の
た
め
の
畳
茣
蓙�

蓮
月

芍
薬
や
寺
院
巡
り
は
杖
頼
み�

道
代

浜
風
に
小
躍
り
す
る
や
貝
風
鈴�

登
志
恵

西
日
濃
し
マ
ラ
ソ
ン
走
者
の
肩
に
背
に�

伊
都
子

一
矢
報
い
て
球
児
等
の
夏
終
は
る�

明
見

着
く
づ
れ
に
若
さ
の
匂
ふ
初
浴
衣�

て
い
こ

　
短
　
歌

眠
れ
ぬ
ま
ま
カ
ー
テ
ン
開
け
星
見
上
げ

　

傍
の
寝
息
に
心
救
わ
る
る�

佐さ

さ

き

々
木
恵え

み

こ

美
子

真
夜
中
に
寝
る
に
寝
つ
け
ず
夜よ

窓ま
ど

を
開
け
て

　

母
の
笑
顔
を
浮
か
べ
て
泣
け
た�

本ほ

ん

だ田　
　

道み

ち

こ子

キッズスペースに追加されたカプラ
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広尾町子育て支援センター（℡2-2553）　〒089-2621　公園通北2丁目51番地2《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

月 火 水 木 金
２日	 全 年 齢 ３日	 ０、１歳 ４日	 全 年 齢 ５日	 ２～４歳 ６日	 全 年 齢

ママとも広場
９日	 全 年 齢 10日	 ２～４歳 11日	 全 年 齢 12日	 ０、１歳 13日	 全 年 齢

絵本大好き ミニ講話（歯科衛生士）
16日	 休　　所 17日	 全 年 齢 18日	 ０　　歳 19日	 １～４歳 20日	 全 年 齢

敬老の日
23日	 休　　所 24日	 全 年 齢 25日	 ０、１歳 26日	 ２～４歳 27日	 全 年 齢
秋分の日振替休日 おでかけ遊び
30日	 全 年 齢
お楽しみ広場

支援センターの利用時間
月～金ＡＭ９：30～11：30
火～木ＰＭ２：00～４：00
※土日祝日はお休みです。

ミニ講話
日　　時　９月13日（金）午前11時～
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　全年齢
内　　容　 「鼻呼吸が出来る様になるためには」
　　　　 　 「虫歯リスクがわかる口腔チェック」
健康管理センターの歯科衛生士から「歯の大切さ」

「鼻呼吸と口の関係性」のお話が聞けます。また
昨年も好評だった虫歯リスクチェックもします。

おでかけ遊び
日　　時　９月27日（金）午前10時30分～
現地集合　丸山公園　
対象年齢　全年齢
持 ち 物　 着替え、飲み物、タオル、敷物、

砂場セットなど遊べる物。
※ ０歳で外遊びが難しい方は支援センターへ

遊びに来てください。
※雨天時は子育て支援センターで遊びます。

９　月　の　あ　そ　び

広
尾
っ
子
の
活
躍
よ
り

　
１
学
期
、
広
尾
っ
子
は
学
校
や
社
会
生

活
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
学
校
だ
よ
り
や
町
の
広
報
誌
、
新
聞
な

ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
は
じ
め
、
そ
う

し
た
も
の
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

多
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
の
頑
張
り
や

周
り
の
人
の
役
に
立
と
う
と
す
る
思
い
や

り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
と
っ

て
活
躍
し
た
姿
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
行
い
や
頑
張
り
の
積
み
重
ね

が
自
信
と
な
り
、
さ
ら
に
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
地
域
の
方
か
ら
の
応
援
が

励
み
と
な
り
、
広
尾
っ
子
の
よ
り
一
層
の

成
長
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
２
学
期
も
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
心

に
、
ま
ち
で
見
か
け
た
姿
に
温
か
い
声
か

け
等
に
よ
り
、
広
尾
っ
子
へ
の
激
励
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

多
様
な
教
育
資
源
を
生
か
し
て

　
現
在
、
学
校
教
育
で
重
視
さ
れ
て
い
る

も
の
に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
」、「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」、「
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
」
と
い
っ
た
言
葉
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
充
実
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
域
と
学
校
で
の
目

指
す
べ
き
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
や
目

標
の
実
現
に
向
け
た
連
携
・
協
働
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
教
育
資
源
を
積
極
的

に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
教
育
資
源
は
地
元
に
沢
山

あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
々
、
自
然
、
産
業
、

歴
史
等
そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
習
活
動
を
展
開

す
る
上
で
の
貴
重
な
教
材
と
な
っ
て
い
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　
最
近
、
教
育
界
で
も
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」の
考
え
が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
人
間
が
幸
福
感
や
満

足
感
を
も
っ
て
、
生
き
て
行
こ
う
と
す
る

気
持
ち
や
姿
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
話
し
合

い
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯

定
感
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
の
見
守
り
や
支
援
で
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
を
実
感
し
、
日
々

の
生
活
を
前
向
き
に
過
ご
す
こ
と
で
、
広

尾
っ
子
の
自
己
肯
定
感
が
よ
り
育
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します
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: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター

X
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式 SNS ぜひ「フォロー」
してください

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

ハッピーマタニティ（ 13:00）

年金相談（商工会館※要予約10:30）
ママとも広場（ ２～４歳対象10:30）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山縣医師）

福祉まつり（高齢者健康増進センター９:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45）
絵本大好き（ 全年齢対象10:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

ミニ講話（歯）（ 全年齢対象11:00）

のびのびサロン（ 10:30）
公衆浴場無料開放（ 15:00～21:00）

公衆浴場無料開放（ 15:00～21:00）

敬老の日
広尾町敬老会（ 13:30）

すまいる元気塾「リズム体操」（ 10:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
生活・仕事相談会（ 15:00）

広尾町敬老会（※豊似地区）（ 13:30）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

広尾町開町記念日

秋分の日

振替休日
レディース検診（ ７:00～10:00）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

おでかけ遊び（丸山公園）（ 全年齢対象10:30）

おもいっきり楽しみ隊
「音の不思議～身近なもので楽器づくり～」（ 10:00）
土曜おはなし会と折り紙教室（ 10:30）

町長杯争奪町民パークゴルフ大会（シーサイドパーク８:15)
総合型地域スポーツ事業「HIP-HOP」（ 10:00）

お楽しみ広場（ 全年齢対象10:30）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）
フロアーリング大会　男子・女子の部（ 1９:00）

■発行 / 広尾町　令和6年9月1日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西4条7丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https://www.town.hiroo.lg.jp/
■ FAX 01558-2-4933

2024
vol.923 9

9月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、5日（木）、19日（木）の午後は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　5,921人（-２人）
�男　性　2,865人（-３人）
�女　性　3,056人（+１人）
�世帯数　3,139世帯（+３世帯）

内訳
�自然増減　-５
　（出生１人・死亡６人）
�社会増減　３
　（転入等15人・転出等12人）
�※外国人住民を含みます
�　（７月31日現在）
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表紙の写真
８月３日に十勝港まつり・十勝港海上
花火が行われました。天候に恵まれ、
十勝港上空に打ち上げられた花火と波
に反射した光で、美しく煌びやかな光
景が来場者を魅了しました。当日の様
子を紙面に掲載しています。ぜひご覧
ください。（町民通信員　厚谷晃基）


